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　室内での燃焼実験では、気温は 24 ～ 26℃、相対湿
度は 50 ～ 60％であった。また屋外での実験は常に晴








500ml を、実験１ｂでは水 2,000ml を加熱したときの
水温の推移について観察した。各々において、ステン
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   Various materials are burned in outdoor activities and natural disasters. The purpose of this 
study was to observe the thermal power and dangerous level of combustion. In experiment 1a, 
the highest thermal power was obtained when disposable chopsticks were burned using itto-kan 
stove of own making. In experiment 1b, the thermal power of bincho charcoal was superior. In 
experiment 2a, the temperature of ceiling of simulated shelter was measured. Two conditions, 
namely, three sidewalls and non-sidewall were prepared. The temperature of ceiling was 
147.1℃ in the former and 66.1℃ in the latter with the ceiling height of 40cm. In experiment 
2b, we observed the flammability of withered leaf. We discussed the suitability regarding new 
indexes of thermal power suggested by us and the properties of danger of fire.









であり、各々において 540E および SG － E を用いた。
なお、実験１ｂでは棒状温度計を使用した。
　木炭は、量販品（６kg で 578円）、備長炭１（マレー






























解説：火皿の高さは、上辺から 11cm および 22cm の
２種とし、各々について上側、下側と表記した。
２-３．実験２ａおよび実験２ｂ
















































































の重量は一斗缶では 400g、七輪では 317g であ
るが、火力は後者の方が高い。
  






















































































　水 500ml を沸かすための火力を P60－90 に基づき評





　そこで、実験１ｂにおいて、水 2,000ml に対し 60℃





























































































































260℃、新聞紙 291℃、木炭 250 ～ 300℃である。した
がって、天井高 40cm の場合、直ぐに火災が発生する
ことはないが、危険域に近いことは事実である。また、
灯油（発火点 40 ～ 60℃）などが付着している恐れも
ある。したがって、特に閉鎖的構造の場合、安全のた
め、火元から十分に距離をとる必要がある。
　カセットガスコンロの五徳から 10cm の距離にある
とき、落ち葉は７秒で発火した。このように燃焼しや
すい物質が風に舞う状況では、よく注意する必要があ
るといえる。
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